
 

 

 

 

 

  

暑からず、寒からず、学習にスポーツに芸術に…何事にも打ち込みやすい季節となっています。２学期中間考査で

は、全力で取り組み、学習事項の定着を図れたでしょうか。３年生は、学校推薦型選抜の出願や入試が間近となり、

準備に余念がないことと思います。新型コロナウイルス感染症対策もしっかりと行いながら、体調を整えて、充実

した学びの季節を過ごしましょう。また部活動の選手権大会や新人大会では、活躍の様子が伝わってきています。

皆さんの頑張りが、新宮高校の活力となっています！ 

 

１０月１３日 

１０月１３日（木）２学期中間考査終了後、後期生徒会役員選挙が行われました。前期に続き、校内放送で立候補

者が演説し、全校生徒が教室でそれぞれの主張を聞く形となりました。投票の結果、次の７名が当選となりました。

新宮高校をさらに活気あふれる学校にしてくれることを期待しています。 

会 長 磯﨑咲良（２－３） 副会長 川本晴春（２－３） 磯兼美栞（２－４） 

書 記 池畑 和（１－４） 東 里佳（２ー２） 会 計 問芝璃音菜（２ー５） 久保 絆（２ー４）  

 

１０月１９日 

１０月１９日（水）に人権全体鑑賞会を開催し、NPO法人「国境なき芸能団」代

表の笑福亭鶴笑さん達がパペット落語などを通じて笑いを届け、難民キャンプで暮

らす子どもたちや、戦争、平和に対する思いを語りました。「笑いは世界の共通語」

で、人間らしさを取り戻すためにも笑いが大切であること、一人でも傷つく笑いは

本当の笑いではないということを伝え、「皆さんも周りの友達が困っていたら、大き

なことができなくても、一緒に悩んで話を聞いてあげる。それだけでも助かる。皆さ

んの家庭や学校生活に楽しい笑いがあふれるように。」と語りかけました。 

 

国体レスリング競技  第３位  ３ー２ 髙塚恒輝 さん 
レスリング部の３年２組髙塚恒輝さんが、１０月２日（日）～５日（水）に栃木県足利市の FUKAI SQUARE 

GARDEN（足利市民体育館）で行われた第７７回国民体育大会いちご一会とちぎ国体レスリング競技の少年男子グ

レコローマンレスリング 60㎏級において、見事３位入賞を果たしました。２年次のインターハイで５位に入賞して

いた髙塚さんは、今年度は全国の舞台で表彰台に上りたいという強い

思いを持って練習に励んできました。大会当日は相手をよく見た落ち

着いた試合運びで勝利を重ね、目標を達成しました。髙塚さんは、「今

後もレスリングを続けていくので、地道に努力し、諦めず頑張ってい

きたい」と決意を新たにしています。 

 

１０月４日                                 
１０月４日（火）４限目に、「理科×英語」（黒川先生・横嶋先生）の教科横断型授業が１年４

組で行われ、多くの先生方が参観しました。新時代に対応した高等学校改革推進事業（普通科改

革支援事業）指定校としての取組の一つとして、今年度は教科横断型授業を始めています。初め

ての研究授業となった今回は、英文によってエコツアー等に関する知識や表現力を身に付ける

とともに、世界遺産である屋久島のエコツアー、地形的特徴、生態系等について学ぶことを通し

て、自然保護のあり方について考える機会を持てるように目標が設定され、授業が展開されま

した。１年４組の皆さんの積極的な学習姿勢が印象的でした。今後もさらに教科横断型授業の

取組が進められる予定です。 
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